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令和元年度第３回八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン懇談会 議事録 

 

１． 会議名  令和元年度第３回八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン懇談会 

 

２． 開催日時 令和元年１０月３１日（水） 

 

午後１時３０分～午後２時５０分 

 

３． 開催場所 スパティオ小淵沢 Ｂ１研修室 

 

４． 出席者 

（１）八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン懇談会委員 

窪田福美、半田裕、小澤一、鈴木清、利根川昇、名取孝三、清水正隆、

永井秀直、五味勇吉、河角清一、小平雅彦、小平恒夫 

（２）北杜市 

市長、地域課長、地域課ふるさと創生担当 

（３）長野県富士見町 

総務課専任課長、総務課企画統計係 

（４）長野県原村 

総務課企画振興係 

 

５．会議次第 

（１）開会 

（２）会長あいさつ 

（３）市長あいさつ 

（４）議事 

 ① 第２次八ヶ岳定住自立圏共生ビジョンに係る施策分野について 

② 八ヶ岳定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

 ③ その他 

 

６．公開・非公開の別  公開 

 

７．傍聴人の数 ０人 

８．審議内容 

 

■同（４）議事 ①について、説明がなされた。 
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■質疑応答 

【委員】 

 定住圏の大きなテーマである人口流出を抑えていくということがあるが、

我々の地域から子どもたちが出て行ってしまうということを防ぐ必要があるが、

子ども達に八ヶ岳定住自立圏を意識してもらえるような、また、地元に残って

もらいたいと思えるような事業が重要ではないか。その中で、子ども達にとっ

て何が必要であるかということで、地域の中で遊べる、自然豊かな地域なので

屋外で体験できる取組を支援していくことが大事だと思っている。３市町村で

も様々な団体が子どもの体験活動の事業を行っているが、人やお金の面から無

くなりつつある。このため、子どもたちが体験できるような取組が重要になっ

てくるのではないか。 

 

【北杜市】 

 自然体験という個別のテーマでの特出しは難しいと考えている。ただ、色々

な分野、観光、生涯学習、文化財、また、移住定住は広い意味になってしまう

が、そうした分野でのパッケージの中で自然体験を想定できるのではないか。  

エコパーク事業では、地元の小学生を対象にした環境調査や自然体験をしてい

る。また、移住定住では、どうしても大人の方向けのツアーを実施しがちであ

るが、自然豊かな環境で子育てをしたいという方の子どもさん向けの体験教室

を実施することにより、その保護者がこの圏域で子育てをしてみたいと思って

もらえる事業を行うことも可能。個別の分野でなく、広い分野でそうしたプロ

グラムを行ってもらいたいと考えている。 

 

【委員】 

 どうしても我々大人たちの視点となり、子どもたちという視点が忘れがちに

なってしまう。子どもたちがこの地域を選択するという時に、どれだけこの地

域に慣れ親しんだかという部分が大事になるので、外から来る人が移住してみ

て遊べる場所がないということでは魅力がない地域になるので、子どもたちの

遊べる場所づくりをこうした会議で今後検討していただきたいと思う。 

 

【委員】 

 医療、福祉の区分について、福祉については、今は百歳時代ということで、

それぞれの地域で取組が行われている。自分もお年寄りの健康作りに携わって

いるわけだが、認知症対策について事業として取組んでいければと思う。また、 

色々会合をやっても男性が出てこない。女性は出てくるが、まず１パーセント
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くらいしか男性が出てこない。男性が出てきて、健康づくりができる取組が 

できないかと思う。 

 

 【北杜市】 

 認知症対策については、各市町村の取組があると思うが、広域的な取組がで

きるかどうか、例えば、北杜市では、認知症サポートリーダー養成講座などが

ある。予防や対策などそれぞれあると思うので、各市町村の取組を調べて取組

を行っていくことは可能。ただ、福祉は、国の法令などにより実施しているケ

ースが多いので連携ということができるかどうか整理したい。 

 また、男性の会合への参加促進では、介護予防事業など福祉の事業がある中

で、会合とは外れるが、北杜市では、男性介護者の集いがあり、介護の分野で

の観点からそうした事業もある。老人会や民生児童委員など幅広くなるため、

ひとつの部署で受け持つということは難しいが、そうした取組ができるよう研

究していきたい。 

 

【委員】 

 少し思うことだが、職員間の情報交換をしてもらうことも重要だと思う。取

組にある市町村職員間研修事業で行ったらどうかと思う。 

 

【北杜市】 

 まだ、来年度の研修テーマは決まっていないので、福祉や介護など行うこと

は可能。北杜市は、福祉部と市民部で担当が分かれているので連携して先進事

例など研究することもできる。 

 

【委員】 

 観光の立場から、インバウンド事業といっても中々集客が伴わない部分があ

る。３千万人を超える人が来ている中で、重点的に推進していく必要があるの

ではないか。 

 また、八ヶ岳周遊バスについては、乗車率が良く継続ということだが、信玄

ののろしだけども４月の６日にあげて８月３１日に伊那の方でも行って多くの

人に来てもらった。富士見町では、棒道もあり、こうした歴史的な取組をもっ

と推進してもらいたい。生誕５００年を迎えるということもあり、北杜市の中

山砦でもあげて舞鶴城公園まで繋がったと聞いている。歴史と文化など後世に

繋げる歴史的な取組としてどうか 

 

【北杜市】 
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 ２次交通やインバウンドについては、現在、観光圏事業としてＤＭＯである

八ヶ岳ツーリズムマネジメントを支援している。信玄公ののろしイベントにつ

いて詳細は分からないが、現在の観光振興では、観光圏とエコパーク事業があ

り、武川の中山砦についてもエコーパーク事業で連絡会による周辺整備や調査

をしており、エコパークという観点から実施の検討ができるかもしれない。 

 ただ、共生ビジョンは市町村の予算計上によることが前提であるので、富士

見町との調整の中で、可能かどうか検討する必要がある。 

 

【委員】 

 交通関係について、現在、富士見町ではデマンドバスでドアツードアの運行

を行っている。北杜市との交流ができればと考えている。どこか県境など場所

を作って行き来ができるような取組をしたい。富士見町は、今、どこへいって

も３４０円で値上げしたが、利用者数は変わっていない。富士見高原病院やア

ウトレットなど小淵沢方面への活用をしたい。 

 また、高齢者の施設。介護認定を受けているような施設の交流会や中学校の

スポーツの交流などができればよい。 

 

 【北杜市】 

 デマンドバスについては、富士見町のすずらん号が白州町大武川地区に乗り

入れを行っている。現在、北杜市では、公共交通の見直しを行っており、定時

定路線の形態からデマンドバスと定時定路線の併用した形態への検討を行って

いる。定時停路線は集落内を通過しているが、移住者が多くなり、住宅が分散

していることから新たな運行形態が求められている。エリアごとに検討委員会

を立ち上げて協議を行っており、道の駅こぶちさわなどでの富士見町との連結

も可能性としてはあると思う。 

 また、高齢者施設の交流については、施設の範囲が様々で、民間もあれば公

共もある。また、公民館カフェや社協で行っている集いなどもある。どういっ

た単位でできるか情報収集を行い、まずは、公共から、民間からなどと絞りな

がらできるかどうか研究したい。 

 

【委員】 

 健康づくりの推進というところで、事業内容で福祉、健康づくりで高齢者の

交流という部分がでてくるのが大事ではないか。 

 また、事業の「美からの健康事業」の内容を教えてほしい。 

 

【北杜市】 
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 「美からの健康事業」は、北杜市の健康増進課の事業で、女性と若者世代の

健康意識の向上を目的に行うもの。講師を招いて、食事や生活習慣に関するチ

ェックや運動やストレッチを行うもの。 

 

【委員】 

 ３市町村を回って行うのか。 

 

【北杜市】 

 ３市町村を回って行うのではなく、北杜市の予算計上により行うものなので、

富士見町と原村には周知し、参加してもらうような取組を行っていく。 

 

 【委員】 

 情報の周知も大事だが、３市町村が一緒に事業を行っていくということも定

住自立圏として大事だと思うが。 

 

【北杜市】 

 北杜市の事業をきっかけとして、富士見町や原村がやってみようということ

であれば、予算計上して実施していただくことになる。 

 ５ヶ年計画であるので、実施するということであれば、毎年度のローリング

のときに事業を追加して実施する。 

 

【委員】 

 一例を挙げると、観光協会でヨガ教室を行っている。パノラマスキー場で坐

禅教室も行っていて多くの人が来ている。体験的な美というか健康づくりが大

事で継続して行っていきたいと考えている。 

 

 【北杜市】 

 色々な取組があると思うので、取り入れるものは取り入れていけると良い。

観光協会で行っているものなので、富士見町との予算の調整が必要かもしれな

いが、パノラマスキー場の例も参考にしていきたい。 

 

 【委員】 

 八ヶ岳観光圏としても、健康事業をこんなにやっているんだというＰＲにも

なるので、積極的に取組んでいただきたい。 

 

 【北杜市】 
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 観光圏という観点からは、八ヶ岳周辺は、縄文文化やパワースポット的な部

分から自然環境を生かした観光と健康の組み立てもおもしろいのではないか。 

 

【議長】 

 第２次共生ビジョンの取組内容について、このとおり決定してよろしいか。 

 

【委員】 

 異議なし。 

 

■同（４）議事 ②について、説明がなされた。 

 

【委員】  

質疑なし。 

 

■同（４）議事 その他について、説明がなされた。 

 ・八ヶ岳で暮らそう移住相談会のお知らせ 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 


